
◆ 夏目漱石来島 130 年記念 ◆ 

苓北町文化講演会 
文豪・夏目漱石がこの地を訪れてから 130年—— 

熊本での教師生活と、天草・苓北の地に遺した足跡を紐解く 

 

■ 演 題：「漱石の天草・島原修学旅行」 

■ 日 時： 令和８年１１月２８日（土）  

午後２時～午後３時３０分（受付開始 午後１時３０分） 

■ 会 場： 志岐集会所 ホール （天草郡苓北町志岐 444-1） 

■ 参加費： 無料 

◆ 講師プロフィール ◆  

村田 由美（むらた ゆみ）氏 
草枕交流館 館長 ／ 元 五高記念館客員准教授 

熊本市出身。日本女子大学文学部国文学科卒業、 

同大学院文学研究科日本文学専攻博士課程前期修了。 

夏目漱石の熊本時代および地域との深く心温まる関わりについて 

長年精力的に研究を続けている。 

 

【主な著書】 
単著『漱石がいた熊本』 

共著『アイラヴ漱石先生』『漱石の熊本研究年表』ほか 
 

 

 

 

◆ 夏目漱石と苓北町（富岡）◆ 

明治 29年（1896 年）、英語教師として熊本の第五高等学校に赴任した夏目漱石は、その年の秋、

生徒を引率して天草・島原への修学旅行で苓北町（富岡）を訪れています。 

 この際、漱石は、風光明媚な天草の海と歴史を題材に、情緒あふれる句を詠んだとされています。 

約４年３ヶ月にわたる熊本での教師生活とこの天草への旅の体験は、後に名作『草枕』をはじめと

する漱石文学の大きな原点となりました。 

 

【 お申し込み・お問い合わせ 】 

参加をご希望の方は、お電話または QR コードからお申し

込みください。当日の参加も受け付けます。 

【主催】 苓北町教育委員会 

〒863-2503 熊本県天草郡苓北町志岐 660 番地 

TEL：0969-35-2111 

 

申込ＱＲコードはこちら 


